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遺
跡
及
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木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

中
世
の
堺
は
、
会
合
衆
に
よ
っ
て
行
政
を
指
導
さ
れ
る
自
治
都
市
と
し
て
、

ま
た
日
明
貿
易
に
よ
り
栄
え
た
港
湾
都
市
と
し
て
日
本
史
上
に
重
要
な
位
置
を

し
め
る
。
遺
跡
は
、
堺
市
の
北

西
部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
に

め
ぐ
ら
さ
れ
た
堀
に
よ

っ
て
囲

ま
れ
、
旧
市
域
の
中
心
部
に
あ

た
る
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規
模
は
東
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阪
湾
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千
潮
面
か
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標

伏

高
）
で
五
ぞ
七

ｍ
の
馬
の
背
状

の
堺
砂
堆
と
呼
ば
れ
る
土
地
に

立
地
す
る
。

今
回
の
調
査
は
事
務
所
ビ
ル
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地
点
は
遺
跡
を
南

北
に
貫
く
大
道

（紀
州
街
道
）
筋
ぞ
い
で
、
本
遺
跡
中
心
部
に
近
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
遺
構
面
は

一
五
世
紀
後
半
か
ら

一
七
世
紀
初
の
も
の
ま
で
、
計
七
面
を
検

出
し
て
お
り
、
主
な
遺
構
と
し
て
は
、
礎
石
及
び
輝
列
建
物
六
棟
の
他
、
土
坑
、

井
戸
、
排
水
口
、
便
所
用
と
考
え
ら
れ
る
埋
甕
な
ど
、
多
数
が
検
出
さ
れ
て
い

亥や
。木

筒
が
出
上
し
た
の
は
、　
三
ハ
世
紀
前
半
代
に
比
定
さ
れ
る
第
三
次
面
で
、

道
路

（幅
三
・
四
じ

の
側
溝
脇
に
位
置
す
る
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
〇

一
（南
北
一
・
八

ｍ
、
東
西
一
・
五
ｍ
、
深
さ
○
・
七
じ

で
あ
る
。
ほ
ぼ
方
形
で
、
道
路
側
で
あ
る

西
側
及
び
北
側
の
壁
面
に
板
材
を
貼
り
、
杭
を
打

っ
て
留
め
て
お
り
、
南
側
に

も
そ
の
痕
跡
が
あ
る
。
埋
土
は
単

一
の
暗
褐
色
の
粘
質
上
で
あ
り
、
底
に
近
い

部
分
で
は
ヘ
ド
ロ
状
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
か
ら
み
て
、
滞
水
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
貯
水
施
設
と
い
う
よ
り
、
本
地
点
で
の
良
好
な
浸
水
性
を
考

慮
す
れ
ば
、
排
水
施
設
と
し
て
と
ら
え
た
方
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

木
簡
は
こ
の
北
側
の
土
留
板
の
内
側
よ
り
出
上
し
た
も
の
で
、
こ
の
板
囲
い

の
上
坑
の
設
置
時
期
に
混
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
共
伴
遺
物
と
し
て
は
、

土
坑
の
埋
土
内
か
ら
出
上
し
た
土
師
質
皿
、
瓦
質
皿
、
羽
釜
型
の
瓦
質
香
炉
等

が
あ
る
。
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ｏ
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□
」

木
簡
は
上
部
に
穿
孔
を
施
し
て
い
る
。
記
載
さ
れ
た
内
容
は
、

遺
跡
及
び
こ
の
調
査
地
点
の
性
格
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
が
、

後
に
委
ね
た
い
。
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